算数学習プリント
（　　　　　　　　　　）

１　数直線上に表される数量の関係の型
	













２　数量の関係を数直線上に表す手順
㋐の型

１ｍの重さが０.８㎏の鉄のぼう１.８ｍの
重さは何㎏になるでしょう。

　　
　　式
　　　
　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　）
㋑の型

米が１.２Lあります。重さをはかったら、
０.９６㎏ありました。
この米１Lの重さは何㎏でしょう。

　
　　式
　　　
　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　）
㋒の型

４.８Lのミルクを０.６L入りのびんに分け
ると、何本できるでしょう。

　　式
　　　
　　　　　　　　　　　　　答え（　　　　　）
　
ＢＢＢ
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０





◎･･･求めているもの





（量）





Ｂ×Ｐ　基準量の何倍かにあたる大きさを求める場合
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（倍）
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（量）





Ａ÷Ｐ　１あたりの大きさを求める場合


(整数の場合の等分除にあたる)
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（量）





Ａ÷Ｂ　基準量に対する割合を求める場合


(整数の場合の包含除にあたる)
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（倍）
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１　２本の数直線をかき、０をかく。


２　問題文より、１あたりを表す量は長さだから、下の数直線に長さ、上の数直線に重さの単位をかく。


３　１ｍの１をかき、その上の数量を考える。この場合は、問題文より０.８㎏であることが分かるので、０.８をかく。


４　あと分かっている数量の１.８ｍをかく位置を考え、１.８をかく。


５　１.８ｍにあたる重さが答えなので、矢印と◎をかく。


６　数直線上の数量の関係から、０.８の１.８倍にあたる数量を求めればよいことを読み取り、式に表す。
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１　２本の数直線をかき、０をかく。


２　問題文より、１あたりを表す量はかさだから、下の数直線にかさ、上の数直線に重さの単位かく。


３　１Lの１をかき、その上の数量を考える。この場合は、問題文より答えであることが分かるので、矢印と◎をかく。


４　あと分かっている数量の１.２Lをかく位置を考え、１.２をかく。


５　１.２Lにあたる重さは０.９６㎏なので、０.９６をかく。


６　数直線上の数量の関係から、１Lあたりの重さを求めればよいことを読み取り、式に表す。
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１　２本の数直線をかき、０をかく。


２　問題文より、１あたりを表す量はびんの数だから、下の数直線に本、上の数直線にかさの単位をかく。


３　１本の１をかき、その上の数量を考える。この場合は、問題文より０.６Lであることが分かるので、０.６をかく。


４　あと分かっている数量の４.８Lをかく位置を考え、４.８をかく。


５　４.８Lにあたるびんの数が答えなので、矢印と◎をかく。


６　数直線上の数量の関係から、０.６Lずつ入っているびんの数を求めればよいことを読み取り、式に表す。
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